
【TINTMETER 2000JP の日常点検】

【運輸局への確認に基づいた車検等で使用する測定器の注意点】

・日常点検前確認
自動較正値の確認を行います。
（※毎回の測定開始時に行う内容です。）
ディスプレイ表示が「100%」であることを確認します。
（※100%以外の数値が表示された時は弊社までご連絡ください。）

1.可視光線透過率測定検査を行うには、国家資格を所有した自動車検査員が行うことがルールと
なります。その為、自動車ガラス施工店様やカーフィルム施工店様が、指定自動車整備事業者様か
ら測定依頼を受けた際は、測定器を自動車検査員に渡して測定する必要があります。
（※自動車検査員以外の方が合否判定の測定検査を行ってはいけません。）

2.可視光線透過率測定検査を行う手順
①ガラスの表面と裏面を清掃する。
②ガラスの任意の箇所を最低3箇所測定する。
③測定した数値の平均値を測定値とする。
（※発色フィルムなど1箇所のみの測定では合否判定の根拠としては不十分となります。）

【1】「00%」表示の確認（光線完全遮断）
①自動較正値の確認後、光線を遮る物（ダンボール等）を
　挟み測定します。
②ディスプレイ表示が「00%」であることを確認します。

【2】サンプルプレートの確認
①自動較正値の確認後、付属のサンプルプレート（2種類）を
　挟み測定します。
②ディスプレイ表示値とサンプルプレート数値を比較します。

【3】エラーコードの表示
使用中に以下のエラーコードがディスプレイに表示されます。
①E1：自動較正エラー　　②E2：過剰な乱反射　　③E3：工場校正エラー
④E4：周波数エラー　　　⑤E5：本体温度上昇エラー

上記 1 ~ 3 の際に不適切な数値やエラーコードが表示された時は弊社までご連絡ください。

【4】電池残量低下の表示
①自動較正値の確認を行う際にディスプレイに「bAT」が
　表示された時は電池残量が低下しています。
②新しい電池（CR2032×2個）に交換してください。
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